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のた
めに、枚方のために

ご意見、ご連絡はこちらへお願いいたします。ご意見、ご連絡はこちらへお願いいたします。

・第1回臨時会
・第2回定例会
・第3回定例会
・第2回臨時会
・第4回定例会
・第1回定例会
・予算特別委員会

  5月18日～  5月23日＜会期：  6日間＞
  6月16日～  6月29日＜会期：14日間＞
  9月29日～10月20日＜会期：22日間＞
11月30日　＜会期：1日間＞
12月  7日～12月20日＜会期：14日間＞
  2月27日～  3月28日＜会期：31日間＞
  3月15日～  3月26日＜開催：  5日間＞

竹内市長が、「健康医療都市」「教育文化都市」を都市ブランドとして、広く内外に発信していくことをはじめとする
平成24年度市政運営方針を示し、7会派の代表による代表質問が行われました。
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病院事業運営審議委員会

市議会定例会等

・6月度審議委員会
・9月度審議委員会
・11月度審議委員会
・2月度審議委員会
・先進都市研修（予定）

  6月  1日
  9月13日
11月24日
  2月10日
  4月27日

＊議運副委員長に選出。
＊一般質問を行いました。
＊代表質問を行いました。

＊一般質問を行いました。

＊予算質問を行いました。

政党活動

地域行事等への参加

議会活動報告

地域活動報告など

先進都市研修

さんさん会（三島孝之と地域の広場）

活動報告

平成23年度の活動概要報告

議会改革調査特別委員会の中間報告に基づき、関連条例の改正案を委員会提出（議員提出）して、
①議員報酬を平成24年4月から6%削減。（現行報酬の669,000円を628,800円に、40,200円減額する）
②議員定数を次回一般選挙（平成27年4月予定）から32名に変更。（現行34名から2名削減）
③派遣議員等の報酬の見直し（民生委員推薦会等の付属機関の
　委員報酬の議員への不支給など）を決定しました。
今回の報酬削減などによる1年間の議会経費の削減効果額は、
39,036,520円となります。
●議員報酬削減で、16,615,200円
●定数削減で、21,433,320円（6%削減後の議員報酬で算出）
●付属機関等の委員報酬不支給で、988,000円

平成24年度当初予算、一般会計1,173億円、6特別会計、3企業会計の総計2,350億円を賛成多数で議決しました。

平成24年度第1回定例会（3月議会）のトピックス

枚方市議会議員 三島孝之

　いつも私の諸活動に、ご理解とご支援を賜り心から感謝申し上げます。
東日本大震災から1年が経過いたしましたが、改めて、犠牲となられた皆様のご冥福を
お祈り申し上げますとともに、被災された皆様と被災地の一日も早い復興を願って止みません。
　さて、議会活動9年目となった平成23年度は、議会運営委員会副委員長や市立枚方市民病院事業運営審議委
員会委員長としての役割を果たすとともに、第3回定例会（9月議会）での代表質問などを通じて、皆様から頂戴し
た様々なご意見を踏まえて、効率的な市政運営の推進や市民満足度ナンバーワンに向けた施策の推進を提起い
たしました。
　また、3期目の選挙公約として議員報酬削減や議会改革の遂行を約束させていただきましたが、議会改革調査
特別委員会で議論を重ねた上で、平成24年度第1回定例会で関連条例を改正し、議員報酬の6%削減、議員定数
の2名削減などを実現でき、一定の責任は果たせたと考えています。
　5月から議会活動10年目となりますが、今日まで9年間の貴重な経験を活かして、「人のために」の初心を忘れ
ず議会活動に取り組み、引き続き、議会改革はもとより、市民満足度ナンバーワンの枚方市に向けて努力を重ね
て参ります。今後も変わらぬご支援、叱咤激励をよろしくお願いいたします。
　三島通信vol.22（2012年春号）では、平成24年度第1回定例会（3月議会）の概要と、予算特別委員会での質問
要旨、平成23年度の活動概要を報告させていただきます。
　是非ともご一読いただき、ご意見などをお寄せいただければ幸いです

議会活動9年間の経験を活かし、
10年目も諸活動に邁進します。

平成24年度第1回定例会（3月議会）のトピックス
・牧野校区、殿二校区、平野校区などの各種行事に参加。
・三中すこやかｉ愛ネットの行事に参加。

・毎月第1月曜日の一斉街頭行動に参加。
・大阪府連および11区総支部の各種会議等に出席。

・毎月第3日曜日に定例開催（1月、8月、12月は除く）

・民主連合議員団：先進都市研修
  （文部科学省、衆議院予算委員会）

・厚生常任委員会：先進都市研修
  （東京都町田市、神奈川県茅ヶ崎市）

2月21日～2月22日

2月1日～2月2日

平成23年度の活動概要報告
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下水道整備（下水道未接続家屋減少の取り組み）状況を質しました。下水道整備（下水道未接続家屋減少の取り組み）状況を質しました。

元北牧野小学校跡地の早期売却による収入確保方策の充実を提起しました。

自転車安全対策（賠償保険加入）の更なる充実を求めました。

元北牧野小学校跡地の早期売却による収入確保方策の充実を提起しました。

自転車安全対策（賠償保険加入）の更なる充実を求めました。

市道阪八幡線道路拡幅事業（養父東町交差点安全対策）の進捗を確認しました。市道阪八幡線道路拡幅事業（養父東町交差点安全対策）の進捗を確認しました。

昨年12月の平成23年度第4回定例会での一般質問など、これまで様々な機会に
提起してきた自転車の安全対策に関して、運転マナー向上啓発活動などこれまで
の取り組みに加えて、自転車保険加入も必要であることを提起させていただい
たが、どのように取り組んだのか。
また、各学校園などで行っている交通安全教室など、あらゆる機会に、安全
運転啓発とともに自転車保険の必要性も徹底すべきと考えるが見解を聞く。

自転車といえども車両であることに変わりはなく、自転車事故による賠償も
最近では5千万円もの高額事例が出て入ることから、自転車保険加入の必要性
を、昨年12月に市のホームページに掲載し、本年2月号の広報ひらかたでも広く
市民に呼びかけを行った。掲載後、すぐさま市民から自転車保険に関する問い合わせが
多数寄せられ、関心の高さを改めて感じたところである。今後も、これまでの市民への自転車マナー向上に関す
る啓発活動とともに、賠償保険の必要性を定期的に、ホームページや広報などで呼びかけていく。また、来年度
は高校などでの交通安全講習会等の機会に、自転車走行の安全ルールの徹底を図ることとしており、その際に
保険加入の大切さの説明を含め、啓発に取り組めるよう検討していく。

売却益の一部を教育関連予算に充当する考えが示されている元北牧野小学校跡地は、平成20年度から22年度
まで3回の一般競争入札を行ったが、経済環境の変化などにより未だ売却に至っていない。貴重な財産を長期間
活用せずに放置することは問題であり、早期に売却すべきである。しかし、今後も買い手が現れない場合は、学校
給食共同調理場など公共事業用地として有効活用すべきとも考えるが、見解を聞く。

元北牧野小学校跡地は、平成23年度に実施した
土壌汚染に関する自主調査に時間を要し、24年度
も売却用地として予算計上していないが、調査によ
り検出された「ふっ素」は敷地の一部の比較的浅い
部分からの検出であり、当該敷地が人の健康被害
が生じる恐れがないと判断される「形質変更時要
届出区域」に指定されたため、経済情勢なども考慮
しながら、従来方針どおり売却に努める。
しかし、一般競争入札が成立するまでの間におい
ては、求めに応じた様々な活用も検討していく。

▲元北牧野小学校跡地の現況

平成24年度第1回定例会の予算特別委員会で、市民の皆様から
頂戴した課題を踏まえて、9項目の質問を行いました。
市議会報5月号に掲載予定の、「元気な高齢者表彰制度創設」
など3項目を除いて、主要な質問要旨を報告させていただきます。

公共下水道整備については、多額の設備投資を行いながら計画的整備に取り組んでいると受け止めている。
しかしながら、下水道の面的整備が完了した地区の中に、下水道法の定めである改造義務期間3年を過ぎても
公共下水道に接続されていない家屋があると聞いており、これまでも早期の取り組みを提起してきた。未接続
家屋の現状や下水道使用料の増収効果額、今後の取り組み方針を聞く。

平成22年度までの改造義務期間3年を経過した未接続家屋は約4,000戸
であり、この家屋の下水道使用料は、一般家庭の1ヶ月あたり約2,300円と
すると、年間で約1億円となる。公共下水道未接続家屋については、効果的
に水洗化を促進するため、改造義務期間内の家屋には文書による周知を行
い水洗化の促進に努めている。また、改造義務期間の3年を経過した未接続
家屋に対しては、専属職員が個別訪問による指導・勧告を行い水洗化の促
進に努めており、今後も継続して未接続家屋の解消に取り組んでいく。

養父東町交差点の安全対策については、平成15年度第3回定例会（12月議会）の質問で歩道拡幅などの必要性
を提起し、その後も交差点南側の市道阪八幡線の拡幅などを提起してきた。用地が確保できた交差点東側部分
では、既に暫定的な歩道拡幅工事を実施されたが、まだ用地が確保できていない交差点西側部分の用地交渉の
状況、今後の道路拡幅工事の進め方などを確認する。

阪八幡線道路拡幅事業は、養父東町交差点の安全対策として、交差点南側の約40mの区間で道路両側に歩道
を整備し、右折用複合レーンを設置するものである。平成22年度と23年度に用地買収を終えた道路東側で歩
道の暫定整備を行っているが、道路西側についても平成23年度に用地買収契約を締結することができた。これ
により、事業区間の用地確保ができたので、平成24年度に用地の買戻し（枚方市土地開発公社から）と整備工
事を実施する。拡幅工事については、地権者による家屋の撤去が終わった後、平成24年10月ごろから着手し、
平成25年2月ごろの完成を目指したいと考えている。

▲養父東町交差点の現状 ▲高校生の自転車通学の様子
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下水道整備（下水道未接続家屋減少の取り組み）状況を質しました。下水道整備（下水道未接続家屋減少の取り組み）状況を質しました。

元北牧野小学校跡地の早期売却による収入確保方策の充実を提起しました。

自転車安全対策（賠償保険加入）の更なる充実を求めました。

元北牧野小学校跡地の早期売却による収入確保方策の充実を提起しました。

自転車安全対策（賠償保険加入）の更なる充実を求めました。

市道阪八幡線道路拡幅事業（養父東町交差点安全対策）の進捗を確認しました。市道阪八幡線道路拡幅事業（養父東町交差点安全対策）の進捗を確認しました。

昨年12月の平成23年度第4回定例会での一般質問など、これまで様々な機会に
提起してきた自転車の安全対策に関して、運転マナー向上啓発活動などこれまで
の取り組みに加えて、自転車保険加入も必要であることを提起させていただい
たが、どのように取り組んだのか。
また、各学校園などで行っている交通安全教室など、あらゆる機会に、安全
運転啓発とともに自転車保険の必要性も徹底すべきと考えるが見解を聞く。

自転車といえども車両であることに変わりはなく、自転車事故による賠償も
最近では5千万円もの高額事例が出て入ることから、自転車保険加入の必要性
を、昨年12月に市のホームページに掲載し、本年2月号の広報ひらかたでも広く
市民に呼びかけを行った。掲載後、すぐさま市民から自転車保険に関する問い合わせが
多数寄せられ、関心の高さを改めて感じたところである。今後も、これまでの市民への自転車マナー向上に関す
る啓発活動とともに、賠償保険の必要性を定期的に、ホームページや広報などで呼びかけていく。また、来年度
は高校などでの交通安全講習会等の機会に、自転車走行の安全ルールの徹底を図ることとしており、その際に
保険加入の大切さの説明を含め、啓発に取り組めるよう検討していく。

売却益の一部を教育関連予算に充当する考えが示されている元北牧野小学校跡地は、平成20年度から22年度
まで3回の一般競争入札を行ったが、経済環境の変化などにより未だ売却に至っていない。貴重な財産を長期間
活用せずに放置することは問題であり、早期に売却すべきである。しかし、今後も買い手が現れない場合は、学校
給食共同調理場など公共事業用地として有効活用すべきとも考えるが、見解を聞く。

元北牧野小学校跡地は、平成23年度に実施した
土壌汚染に関する自主調査に時間を要し、24年度
も売却用地として予算計上していないが、調査によ
り検出された「ふっ素」は敷地の一部の比較的浅い
部分からの検出であり、当該敷地が人の健康被害
が生じる恐れがないと判断される「形質変更時要
届出区域」に指定されたため、経済情勢なども考慮
しながら、従来方針どおり売却に努める。
しかし、一般競争入札が成立するまでの間におい
ては、求めに応じた様々な活用も検討していく。

▲元北牧野小学校跡地の現況

平成24年度第1回定例会の予算特別委員会で、市民の皆様から
頂戴した課題を踏まえて、9項目の質問を行いました。
市議会報5月号に掲載予定の、「元気な高齢者表彰制度創設」
など3項目を除いて、主要な質問要旨を報告させていただきます。

公共下水道整備については、多額の設備投資を行いながら計画的整備に取り組んでいると受け止めている。
しかしながら、下水道の面的整備が完了した地区の中に、下水道法の定めである改造義務期間3年を過ぎても
公共下水道に接続されていない家屋があると聞いており、これまでも早期の取り組みを提起してきた。未接続
家屋の現状や下水道使用料の増収効果額、今後の取り組み方針を聞く。

平成22年度までの改造義務期間3年を経過した未接続家屋は約4,000戸
であり、この家屋の下水道使用料は、一般家庭の1ヶ月あたり約2,300円と
すると、年間で約1億円となる。公共下水道未接続家屋については、効果的
に水洗化を促進するため、改造義務期間内の家屋には文書による周知を行
い水洗化の促進に努めている。また、改造義務期間の3年を経過した未接続
家屋に対しては、専属職員が個別訪問による指導・勧告を行い水洗化の促
進に努めており、今後も継続して未接続家屋の解消に取り組んでいく。

養父東町交差点の安全対策については、平成15年度第3回定例会（12月議会）の質問で歩道拡幅などの必要性
を提起し、その後も交差点南側の市道阪八幡線の拡幅などを提起してきた。用地が確保できた交差点東側部分
では、既に暫定的な歩道拡幅工事を実施されたが、まだ用地が確保できていない交差点西側部分の用地交渉の
状況、今後の道路拡幅工事の進め方などを確認する。

阪八幡線道路拡幅事業は、養父東町交差点の安全対策として、交差点南側の約40mの区間で道路両側に歩道
を整備し、右折用複合レーンを設置するものである。平成22年度と23年度に用地買収を終えた道路東側で歩
道の暫定整備を行っているが、道路西側についても平成23年度に用地買収契約を締結することができた。これ
により、事業区間の用地確保ができたので、平成24年度に用地の買戻し（枚方市土地開発公社から）と整備工
事を実施する。拡幅工事については、地権者による家屋の撤去が終わった後、平成24年10月ごろから着手し、
平成25年2月ごろの完成を目指したいと考えている。

▲養父東町交差点の現状 ▲高校生の自転車通学の様子
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めに、枚方のために

ご意見、ご連絡はこちらへお願いいたします。ご意見、ご連絡はこちらへお願いいたします。

・第1回臨時会
・第2回定例会
・第3回定例会
・第2回臨時会
・第4回定例会
・第1回定例会
・予算特別委員会

  5月18日～  5月23日＜会期：  6日間＞
  6月16日～  6月29日＜会期：14日間＞
  9月29日～10月20日＜会期：22日間＞
11月30日　＜会期：1日間＞
12月  7日～12月20日＜会期：14日間＞
  2月27日～  3月28日＜会期：31日間＞
  3月15日～  3月26日＜開催：  5日間＞

竹内市長が、「健康医療都市」「教育文化都市」を都市ブランドとして、広く内外に発信していくことをはじめとする
平成24年度市政運営方針を示し、7会派の代表による代表質問が行われました。

VOL .22
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（枚方市版）

072-868-4167
info@takayuki-mishima.com
http://www.takayuki-mishima.com/
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Eメール
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072-841-1221（内線：667）民主連合議員団
〒573-1143 枚方市宇山町20-16

＜市議会＞
＜自　宅＞

病院事業運営審議委員会

市議会定例会等

・6月度審議委員会
・9月度審議委員会
・11月度審議委員会
・2月度審議委員会
・先進都市研修（予定）

  6月  1日
  9月13日
11月24日
  2月10日
  4月27日

＊議運副委員長に選出。
＊一般質問を行いました。
＊代表質問を行いました。

＊一般質問を行いました。

＊予算質問を行いました。

政党活動

地域行事等への参加

議会活動報告

地域活動報告など

先進都市研修

さんさん会（三島孝之と地域の広場）

活動報告

平成23年度の活動概要報告

議会改革調査特別委員会の中間報告に基づき、関連条例の改正案を委員会提出（議員提出）して、
①議員報酬を平成24年4月から6%削減。（現行報酬の669,000円を628,800円に、40,200円減額する）
②議員定数を次回一般選挙（平成27年4月予定）から32名に変更。（現行34名から2名削減）
③派遣議員等の報酬の見直し（民生委員推薦会等の付属機関の
　委員報酬の議員への不支給など）を決定しました。
今回の報酬削減などによる1年間の議会経費の削減効果額は、
39,036,520円となります。
●議員報酬削減で、16,615,200円
●定数削減で、21,433,320円（6%削減後の議員報酬で算出）
●付属機関等の委員報酬不支給で、988,000円

平成24年度当初予算、一般会計1,173億円、6特別会計、3企業会計の総計2,350億円を賛成多数で議決しました。

平成24年度第1回定例会（3月議会）のトピックス

枚方市議会議員 三島孝之

　いつも私の諸活動に、ご理解とご支援を賜り心から感謝申し上げます。
東日本大震災から1年が経過いたしましたが、改めて、犠牲となられた皆様のご冥福を
お祈り申し上げますとともに、被災された皆様と被災地の一日も早い復興を願って止みません。
　さて、議会活動9年目となった平成23年度は、議会運営委員会副委員長や市立枚方市民病院事業運営審議委
員会委員長としての役割を果たすとともに、第3回定例会（9月議会）での代表質問などを通じて、皆様から頂戴し
た様々なご意見を踏まえて、効率的な市政運営の推進や市民満足度ナンバーワンに向けた施策の推進を提起い
たしました。
　また、3期目の選挙公約として議員報酬削減や議会改革の遂行を約束させていただきましたが、議会改革調査
特別委員会で議論を重ねた上で、平成24年度第1回定例会で関連条例を改正し、議員報酬の6%削減、議員定数
の2名削減などを実現でき、一定の責任は果たせたと考えています。
　5月から議会活動10年目となりますが、今日まで9年間の貴重な経験を活かして、「人のために」の初心を忘れ
ず議会活動に取り組み、引き続き、議会改革はもとより、市民満足度ナンバーワンの枚方市に向けて努力を重ね
て参ります。今後も変わらぬご支援、叱咤激励をよろしくお願いいたします。
　三島通信vol.22（2012年春号）では、平成24年度第1回定例会（3月議会）の概要と、予算特別委員会での質問
要旨、平成23年度の活動概要を報告させていただきます。
　是非ともご一読いただき、ご意見などをお寄せいただければ幸いです

議会活動9年間の経験を活かし、
10年目も諸活動に邁進します。

平成24年度第1回定例会（3月議会）のトピックス
・牧野校区、殿二校区、平野校区などの各種行事に参加。
・三中すこやかｉ愛ネットの行事に参加。

・毎月第1月曜日の一斉街頭行動に参加。
・大阪府連および11区総支部の各種会議等に出席。

・毎月第3日曜日に定例開催（1月、8月、12月は除く）

・民主連合議員団：先進都市研修
  （文部科学省、衆議院予算委員会）

・厚生常任委員会：先進都市研修
  （東京都町田市、神奈川県茅ヶ崎市）

2月21日～2月22日

2月1日～2月2日

平成23年度の活動概要報告

ご挨拶

2

1

3


